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総務省「地域IoT実装のための計画策定・推進体制構築支援事業」成果報告会



1．地域IoT実装計画策定の背景と目的

1.1 計画策定の背景と目的

富良野市は人口減少、少子高齢化が進行しており、年少人口の減少による
子育てや教育環境の変化、生産年齢人口の減少による担い手や労働力不足、
高齢者人口の増加による医療・介護・住まい・公共交通・生活支援などが課題と
なってまいります。

また、国がめざすべき未来社会の姿として提唱しているSociety5.0の到来
は、社会の至るところで新たな価値が生み出され、医療・交通・教育・農
業・公共サービスなどの幅広い産業構造の変革や、人々の働き方が変化す
るといわれており、地域課題の解決に向けて新たなデジタル技術をどう活
用していくかが重要な課題となってまいります。

このようななか富良野市では、ICTの導入を希望・検討しているものの、
十分な知見やノウハウを有しておらず取り組みが進んでいないため、総務
省の「地域IoT実装のための計画策定・推進体制構築支援事業」に応募し採択を
受けました。

今後は、今回の計画策定を初手として、実証から実装につなげ、ICTの恩
恵を市民誰もが享受できるデジタル社会をめざしていくことを目的としま
す。
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1．地域IoT実装計画策定の背景と目的

1.2 本計画の位置づけ

2020年度に策定しました第６次富良野市総合計画は、「４つのＷＡ」と「２つの基本
アプローチ」が示されております。総合計画で位置づけられている「デジタル」は、持
続可能なまちづくりに向けた重点施策であり、今回の地域IoT実装計画は、総合計画の
実現に向けた基本アプローチの一つとして位置づけられます。

1.3 本計画の対象期間

本計画の対象期間は、2021年～2024 年の4年間とします。ただし、実施期間、実施内
容は、毎年度の実施状況・効果等を踏まえ、計画期間の延長、実施内容の見直しを行う
ものとします。
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2．富良野市の地域特性

2.1 地理的条件

北海道の中心に位置する富良野市は、北海道の『へそ』といわれ、毎年７月には「北
海へそ祭り」が開催されます。市域は東西32.8km、南北27.3㎞、総面積600.71㎢で、東
方に十勝岳連峰の富良野岳、西方に夕張山地の芦別岳がそびえ、南方には東京大学北海
道演習林があり、市域の約７割を山林が占める自然豊かな環境にあります。
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札幌から車で約2時間10分（三笠経由約130㎞）
旭川から車で約1時間20分（約60㎞）

●人口 21,064人（R3.2末）
●面積 600.71㎢
●語源 富良野は、アイヌ語の
「フーラヌイ」からきていて「臭くに
おう泥土」を意味する。活火山で
ある十勝岳から流れ出る川の水
が硫黄臭く、この一帯が泥炭（で
いたん）地帯であったことからき
ている。

毎年７月に開催れる「北海へそ祭り」



2．富良野市の地域特性

2.2 人口動態

国勢調査による1980年の富良野市の人口は28,499人であり、2015年には22,936人まで
減少し人口減少・少子高齢化が進んでいます。国立保障・人口問題研究所の推計値では、
2045年には、年少人口・生産年齢人口ともに2015年の半分となり、人手不足が深刻化し
各分野で人材の確保が困難になることが想定されます。
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2．富良野市の地域特性

2.3 産業構造

富良野市の産業構造は、農業を取り巻く環境の変化、担い手の高齢化などにより基幹
産業である農業をはじめ、第１次産業就業者数の減少が著しくなっておりますが、観光
関連を中心として第３次産業の割合は増加しています。
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2．富良野市の地域特性

2.4 農業と観光と環境のまち
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年間190万人以上が訪れる観光都市

テレビドラマ「北の国から」 新富良野プリンスホテル

ごみのﾘｻｲｸﾙ率90％を誇る環境都市
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3．地域IoT実装により目指す将来像
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ICTの利活用に
よる行政事務
の効率化

地域交通
ｽﾏｰﾄﾓﾋﾞﾘﾃｨｼﾃｨ

富良野市ＩＣＴ利活用
推進計画基本理念

ひと・モノ・情報がつながるスマートシティ富良野
～ICTの恩恵を市民誰もが享受できるデジタル社会をめざして～

ICTの利活用に
よる市民の
利便性向上

ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀの活
用推進と情報
ｾｷｭﾘﾃｨ対策

健幸都市
スマートウェルネスシティ

多少の不便を感じながら
も、マイカーに頼れない交
通弱者が住み続けたいと
思うまちづくり

健康寿命の延伸に向けて、
市民が主体的に健康づくり
に取り組むことができるま
ちづくり



3．地域IoT実装により目指す将来像
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富良野市全域

IoTを活用することで、市民の健康の見える化や健康づくりに対するインセンティブ
が働き、すべての市民が健康で生きがいを感じ、安全で安心して暮らし、幸せが実感で
きるまちづくりを目指します。



3．地域IoT実装により目指す将来像
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富良野市街地

IoTを活用することで、マイカーに頼れない交通弱者の足を確保するとともに、ス
キー場のある北の峰地区と中心市街地を自動運転による交通を可能とし、中心市街
地を歩いて楽しく暮らせるコンパクトシティを目指します。



健幸都市（スマートウェルネスシティ）
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健康寿命の延伸に向けて、市民が主体的に健康づくりに取り組むことができるまちづくり



4．将来像の実現に向け解くべき問題・課題（１）
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特定保健指導実施率（H28)

高齢化率、及び後期高齢化率は北海
道、全国より高くなっている。

特定健診受診率、特定保健指導実施
率は北海道、全国より高くなっている。



4．将来像の実現に向け解くべき問題・課題（２）
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65歳以上女性運動習慣者の割合（H28）

20～64歳までの運動習慣者の割合

は、男性女性とも北海道・全国平均を
上回っている

65歳以上の運動習慣者の割合は、男
性女性とも北海道平均を下回っている



4．将来像の実現に向け解くべき問題・課題（３）
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小学５年生の肥満傾向にある子どもの割合（H28）

肥満者の割合は、成人男性・女性とも
北海道平均より下回っているが、全国
平均より上回っている

小学５年生の肥満傾向にある子ども割
合は、北海道平均より低いが、全国平
均より高くなっている。子どもの肥満の
約３分の２は、そのまま大人の肥満に
移行し、若い年齢でメタボリックシンド
ロームになりやすい。



4．将来像の実現に向け解くべき問題・課題（４）
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参加申込、ポイン
ト登録は紙中心



4．将来像の実現に向け解くべき問題・課題（５）
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目指す将来像

健康寿命の
延伸に向けて
市民が主体
的に健康づく
りに取り組む
ことができる
ま ち づ く り

問題
【行政目線】

☆☆テーマ☆☆ いつのまにか健幸になれるまちづくり

課題
【市民目線】

自発的に健
康づくりに取
り組む住民
が限られる

要素の検討
（対象者）

0～19歳

20～64歳

65～74歳

75歳以上

意識 健康づくりに関心がない

健康づくりで何をすれば
よいのかわからない

健康づくりに取り組む
きっかけがない

健康づくりに取り組んで
も継続できない

健診・医療を受診するの
みで生活習慣を変えない

健診の申込み方法が限
定されている

健康づくりに取り組む時
間を確保できない

食生活の改善を妨げる
環境要因

運動習慣の改善を妨げ
る環境要因

〈何で〉

環境

健幸都市

※スマホ保有率
2019.12月
60代78.0％ 健康を維持するための行動はラ

イフステ健康を維持するための
行動はライフステージに応じた
取り組みとなる。
健康寿命の延伸に向けて最も重
要な年代であり、スマホやパソコ
ンの保有率が高い20～74歳ま
でを対象として検討する。

A

B



4．将来像の実現に向け解くべき問題・課題（６）
16

健康づくりに関心がない

健康づくりで何をすれば
よいのかわからない

健康づくりに取り組む
きっかけがない

健康づくりに取り組んで
も継続できない

健診・医療を受診するの
みで生活習慣を変えない

〈何で〉

ナッジ理論など無関心層へのアプローチ
方法を取り入れた情報発信

地域のキーパーソン・身近な住民間による
情報伝達システム（口コミ）

住民の健康に対する理解度の把握と分析
を行い必要な正しい健康情報を発信する

LINE公式アプリを活用した情報発信

YouTube・SNSを活用した情報発信

住民間の口コミが促進される広報戦略
（HP・広報・イベント他）

商工会議所や農協と連携した事業者・農
業者への情報発信

AIを活用した健診受診勧奨
（住民の関心度に合わせた個別通知）

ICTを活用した健康記録の導入・スマホア
プリの紹介

健診受診に対するインセンティブの付与

ICTを活用した効率的な健康ポイント制度
の導入

住民の行動変容を促す健診結果通知方
法の工夫

保健師・管理栄養士の保健指導の力量形
成

かかりつけ医からの声掛け
（医療機関との連携）

健康に関心をもってもらえる情報
発信

住民にとって必要な正しい健康情
報を伝える

住民への健康情報発信方法の拡
大

健診受診者を増やす

健康づくりの効果の見える化

取組みを継続させる仕組みの導
入

健診や検査結果を活用した健康
づくりを勧める

健診に関する情報を様々なツールを使っ
て住民に伝える

自己判断で自分は健康だと思い
込んでいる

必要な情報・正しい情報が届かな
い

知識を得る機会が限られている

健診未受診者で自分の健康課題
に気づく機会がない

健康づくりの効果が実感できない

健康づくりに取り組むモチベー
ションが続かない

健診・医療を受診していれば健康
は維持できると思っている

【行政目線】〈どうする〉
解決策

A



4．将来像の実現に向け解くべき問題・課題（７）
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健診の申込み方法が限
定されている

健康づくりに取り組む時
間を確保できない

食生活の改善を妨げる
環境要因

運動習慣の改善を妨げ
る環境要因

〈何で〉

健診予約システムの導入

LINEを活用した保健指導の導入

閲覧・検索しやすいHPへの改善

農業者特有の食習慣や活動量を意識した
栄養指導の実施

農協と連携した農業者への情報発信

外食・コンビニ利用時に減塩など適正なメ
ﾒﾆｭｰ・食品を選ぶ方法について情報提供

減塩ﾒﾆｭｰの提供・ｶﾛﾘｰ表示のﾒﾆｭｰ表提
供（市内飲食店との連携）

室内でできる運動メニューの紹介

市内運動施設が実施している運動プログ
ラムの紹介

健診申込受付を24時間対応にす
る

HPからの申込みを可能にする

仕事や家事の合間に健康づくり
に取組むことができる環境整備

活動量の季節変動に合わせた食
生活の見直しを農業者に伝える

外食やコンビニ利用でも取り組め
る環境整備

冬季間の運動量低下を防ぐ

地元野菜を活用した野菜を食べる取組
（市内飲食店との連携）

平日の仕事中は電話しづらい

HPで検索できても申込みはでき
ない

仕事や家事が忙しい

農業従事者は農繁期と農閑期の
活動量の差が大きい

外食やコンビニ利用の増加

冬は積雪があり外で運動しづらい

農閑期（冬季間）活動量が減る

【行政目線】〈どうする〉
解決策

農業従事者は、菓子パン・ジュー
スの間食習慣がある

間食内容の見直しを農業者に伝
える

短時間で情報収集ができる環境
整備

B



5．将来像の実現に向け取り組む施策

施策の概要 事業の概要

健康づくりに向けて必要
で正しい情報をＳＮＳを
通して配信する。

①ＬＩＮＥによる情報配信
②市ホームページのリニューアル

市民が継続して健康づく
りに取り組むために健
康の見える化を図る。

①健康ヘルスケア・ポイント制度
システムの導入

②健診予約システムの導入

18



6．地域IoT実装計画にて取り組む事業
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（１）事業内容
①LINEによる情報配信

LINE公式アカウントを取得し、健康づくり、健康マイレージ、検診情報などを配信する。

市ホーム
ページも
リニュー
アル



6．地域IoT実装計画にて取り組む事業
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（１）－２事業内容

①健康ヘルスケア・ポイント制度システの導入
健康状況や健康増進活動進捗の見える化を図るとともに、紙による申込、ポイントを

登録を行っている「ふらの健康マイレージ事業」をスマホからの登録に移行する。
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（１）－３システム導入によるイメージ
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（１）事業内容
②健診予約システムの導入

①健診申込みの初動作

②受診可能項目・費用の表示

③予約枠の設定及び日時・場所の予約

④資格確認機能



6．地域IoT実装計画にて取り組む事業
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（２）推進体制

（３）資金計画（単位：千円）

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ更新 7,820 700 700 700

LINE情報配信 200 200 200 200

健康ﾎﾟｲﾝﾄ制度 1,500 200 200

健診予約ｼｽﾃﾑ 未定 未定

事業担当課

保健医療課

スマートシ
ティ戦略室

高齢者福祉課 市民協働課

老人クラブ連合会

連合町内会長会議

町内会サロン等

デジタル担当 高齢者担当 町内会担当
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（４）実施スケジュール

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

市ホームページ更新

LINEによる情報配信

健康ヘルスケア・ポイン
ト制度システム導入

健診予約システム導入



7．成果の評価指標及びPDCAの体制

7.1 KPI及び目標値の設定

7.2 PDCAの体制

25

Plan（計画） Do（実行） Check（評価） Action（改善）

保健医療課・ス
マートシティ戦略室
が中心となってベ
ンダーとともに計
画策定

各課・各関係機関
が連携してシステ
ムの導入・運用に
向けた周知活動

利用者アンケート、
及びアウトプット、
アウトカムの成果
の分析

成果の分析結果を
踏まえて、実効性
がある施策への改
善を実施

解決策
（施策・事業）

アウトプット
（結果）

アウトカム
（成果・変化）

LINE公式アカウント お友だち登録数 情報へのアクセス数

健康ポイント制度 登録数 ポイント達成者数

健診予約システム 健診申込数 健診受診率



地域交通（スマートモビリティシティ）
26

多少の不便を感じながらも、マイカーに頼れない交通弱者が住み続けたいと思うまちづくり

ふらのバス

富良野タクシー

ＪＲ北海道



4．将来像の実現に向け解くべき問題・課題（１）
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地域交通の現況（市内全域の路線バスと地域ｺﾐｭﾆﾃｨｶｰ）

西達布線（西達布発上り線）
7:20、8:15、12:30、14:55、17:15発

富良野駅

布部駅

麓郷線（麓郷発上り線）
7:16、9:05、13:55、17:15

発

御料線（９線発上り線）
7:30、8:30、15:15、16:30

発

麻町線（鳥沼７号発上り線）
7:30、11:49、16:49、18:14発

山部駅

東山地区コミュニティカー
・デマンド交通
・地域住民に委託
・大人100円、子ども50円

山部地区コミュニティカー
・デマンド交通
・交通事業者に委託
・大人100円、

島ノ下地区コミュニティカー
・デマンド交通
・交通事業者に委託
・大人200円、子ども無料

市
内
路
線
バ
ス
は
４
便
、
１
日
４
～
５
往
復
の
運
航



4．将来像の実現に向け解くべき問題・課題（２）
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富良野駅

協会病院

市役所

緑峰高校

富良野高校

富良野スキー場

麻町線（富良野駅発下り線）
11:15、16:15、17:40発

麓郷線（協会病院発下り線）
8:10、13:00、16:20、18:45発

西達布線（協会病院発下り線）
7:15、11:30、13:55、16:15、18:40

発

御料線（協会病院発下り線）
8:05、14:50、16:05発

地域交通の現況（富良野市街地の路線バス、及びＪＲ路線）

ＪＲ富良野線（富良野～旭川）
上下24便

ＪＲ根室線（富良野～新得）
上下11便

ＪＲ根室線（富良野～滝川）
上下18便



4．将来像の実現に向け解くべき問題・課題（３）
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市街地においては路線バスの空間的空白はあまりないと考えられる。

バス停を中心に半径500m

（徒歩圏内）をブルーの同心
円で表示。

つまり青以外の部分が交通
空白地域。



4．将来像の実現に向け解くべき問題・課題（４）
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地域交通の現況 (路線バスと地域ｺﾐｭﾆﾃｨｶｰの利用状況）

42,666 40,845
35,528

30,746
29,684

25,106

16,981
13,031

13,625

18,660

17,043

14,142

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｒ１年度

路線バスの利用者数の推移

西達布線 麓郷線 麻町線 御料線

1,686
3,161 3,553

0

2,500

5,000

Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｒ１年度

東山地区コミュニティカー利用者数の推移

173 136 152
0

250

500

Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｒ１年度

山部地区コミュニティカー利用者数の推移

58 28

563

0

250

500

Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｒ１年度

島ノ下地区コミュニティカー利用者数の推移

R１年度は、3名の小学生が登校時に
利用したため、大幅な利用増となった。

市内４路線バスの利用者
数は、年々減少している。

地域住民が運転手となって、２台
の１BOXカーを運行している。



4．将来像の実現に向け解くべき問題・課題（５）
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路線バス Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｒ１年度

西達布線・麓郷線維持費補助金 10,037,000円 12,430,000円 15,106,000円

麻町線・御料線維持費補助金 8,513,000円 9,907,000円 10,299,000円

計 18,550,000円 22,337,000円 25,405,000円

地域コミュニティカー Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｒ１年度

東山地区コミュニティカー運行委託料 3,673,000円 3,578,000円 4,457,000円

山部地区コミュニティカー運行委託料 654,360円 525,620円 538,232円

島ノ下地区コミュニティカー運行委託料 107,140円 51,160円 420,670円

計 4,434,500円 4,154,780円 5,415,902円

富良野市からの路線バス維持のためにバス会社への補助金、
及び地域コミュニティ運行委託料の推移



4．将来像の実現に向け解くべき問題・課題（６）
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富良野市民の声として、
公共交通機関の現状の満足が低い一方、充実への期待は高い。



4．将来像の実現に向け解くべき問題・課題（７）
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目指す将来像

マイカーに頼
れない交通弱
者が多少の不
便を感じても
暮らしたいと
思 え る
ま ち づ く り

移動範囲

農村部から
市街地への移動地域交通

市街地内での
移動

農村部内での
移動

バスの利用

タクシーの利用

ｺﾐｭﾆﾃｨｶｰの利用

便数が少ない

時間が合わない

市の財政負担が大きい

運転手が少ない 路線体系の見直し

収益が少ない

利用者が少ない

目的地がバラバラ

居住地がバラバラ

ｻｰﾋﾞｽが手厚い

一度の輸送人が少ない

高齢化

距離が遠い

収入が少ない

事業者の人手不足

低価格での利用

ﾙｰﾄが希望に合わない

ﾊﾞｽ停まで遠い

料金が高い

運転手不足

農村部は呼んで
から時間がかかる

運転手の確保

委託先の確保

委託費の市の負担

定年退職世代を狙う

地域人材の採用

デマンド式にする

相乗りによる
低価格の仕組みづくり

人材の確保

近くに滞留所を用意

要素の検討 課題（問題） 課題の原因 解決策
どう？ なぜ？ どうする？

本年11月27日施行の「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」の一部改正に基づき、富良野市の鉄道、バス、コミュニティ
カーなどの持続可能な交通体系の構築に向けて、来年度から「地域公共交通計画」を策定することとした。



5．将来像の実現に向け取り組む施策
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ＡＩオンデマンド交通の実証実験

 利用者が乗りたいときに行きたい場所まで自由に移
動できるオンデマンド交通システムを導入。

 リアルタイムに発生する乗降リクエストに対して、AI

を使い効率的な車両・ルートをリアルタイムに算出。

 利用者がスマートフォンのアプリや電話から行った
予約をもとにAIが車両配車を行うことで、利用者に
とって効率的な移動を実現。
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（１）事業内容

【対象エリア】
・富良野駅を中心に３ｋｍエリア

【内容】
・エリア内であれば、アプリまたは電話
で呼べば、10分程度で迎えにきて、
目的地まで送り届ける。
・価格は実証期間は無料とするが、
実証後は定額制での利用を見込む。
・顧客向けアプリはオンデマンドの配車
だけでなく、他の交通との複合検索も
可能とする。

【方法】
・運行はタクシー会社に委託
・予約とＡＩルート検索はシステム会社

対象エリア
駅を中心に
直径3km
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【オンデマンド交通利用者層仮説】
 富良野市民の通院や買物の交通手段
は、８～９割が自分で車を運転する人
である。

 路線バスなどの公共交通機関を利用
する人は1.6~5.6%である。

 一方、家族の送迎7.4~13.1%となって
いる。

 よって、本市の市街地に居住している
65歳以上の高齢者4,800人のうち、通

院や買物に対して家族に送迎しても
らっている7~13%の方をオンデマンド
交通の対象者（330人～620人）と仮定
する。

 なお、オンデマンドの稼働率をあげる
ために、通学の学生や免許（または
車）がない主婦も対象として検討する。

交通手段
通院 買物

夏期 冬期 夏期 冬期

自分で運転 82.5％ 79.1％ 88.0％ 84.3％

家族の送迎 9.7％ 13.1％ 7.4％ 10.3％

自転車 2.5％ 0.5％ 2.3％ 0.4％

徒歩 1.6％ 2.3％ 1.7％ 3.0％

ＪＲ 1.2％ 1.2％ 0.2％ 0.1％

路線バス 4.5％ 5.6％ 1.6％ 2.3％

タクシー 2.3％ 2.5％ 1.1％ 1.4％

ｺﾐｭﾆﾃｨｶｰ 0.8％ 0.5％ 0.5％ 0.3％

H30.1 夏期冬期別の通院・買物のアンケート調査
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ＡＩによる
ルート設定

ＪＲ、路線
バスなど
複数の交
通手段を
表示
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（２）推進体制：富良野地域公共交通活性化協議会（3/15設立）

区分 団体名 区分 団体名

１ 地方公共団体 富良野市 １２

公共交通の利用者

富良野市連合町内会協議会

２

交通事業者

ふらのバス株式会社 １３ 富良野市連合町内会協議会

３ 北海道旅客鉄道株式会社 １４ 富良野市立山部小学校

４ 中央バス株式会社 １５
富良野市立樹海小学校・
富良野市立樹海中学校

５ 東山地区ｺﾐｭﾆﾃｨｶｰ運行委員会 １６ 富良野市立富良野西中学校

６ 株式会社富良野タクシー １７ 富良野市立富良野東中学校

７ 有限会社中央ハイヤー １８ 北海道富良野高等学校

８
私鉄総連北海道地方労働組合
ふらのバス支部

１９ 北海道富良野緑峰高等学校

９

道路管理者
国土交通省北海道開発局 ２０ 学識経験者

地方独立行政法人北海道立
総合研究機構建築研究本部
北方建築総合研究所

１０ 北海道上川総合振興局 ２１ 会長が認める者 北海道運輸局旭川運輸支局

１１ 公安委員会 北海道旭川方面富良野警察署
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（３）－１ 資金計画

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

事業費（千円） 5,600 12,000 12,000 12,000

事業内容

・システム整備費

・運行管理用機器
導入費
・実証実験運行費

・運行経費
・システム使用料

・運行経費
・システム使用料

・運行経費
・システム使用料

（３）－２ 収益確保策

収益 運営費

1か月あたり ・定額5,000円×200名＝1,000千円
・運行経費 700千円
・システム使用料 300千円
・合計 1,000千円
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（４）実施スケジュール
2021年度

2022年度 2023年度 2024年度
４～６月 ７～１０月 １１月 １２～３月

実施内容の検討

トライアルの準備・調整

トライアルの実施

トライアルの評価と本
格導入に向けた検討

本格導入

郊外部から中心部へ
の移動等の

実証実験の検討

他地域で実証実験



7．成果の評価指標及びPDCAの体制

7.1 KPI及び目標値の設定

7.2 PDCAの体制

41

解決策
（施策・事業）

アウトプット
（結果）

アウトカム
（成果・変化）

ＡＩオンデマンド交通
実証実験の実施
（対象者50人以上）

実証実験後のアンケー
ト調査において、ＡＩオ
ンデマンド交通が便利
だと思う人の割合

Plan（計画） Do（実行） Check（評価） Action（改善）

実証実験の
計画

実証実験の
実行

利用者アンケート
調査による評価

改善策を検討し
本格導入へ



８．ひと・モノ・情報がつながるスマートシティ富良野に向けて
42

データ連携基盤
（都市ＯＳ）
収集した情報の
共有・活用

健康データ

交通データ

農業データ

観光データ

ＳＭＡＲＴ
ＣＩＴＹ
ＦＵＲＡＮＯ

第
１
ス
テ
ー
ジ

第
２
ス
テ
ー
ジ



９．最後に
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ご清聴ありがとうございました。

Furano366
富良野で叶えたい
366のコト(動画)

北海道富良野市
が誇る自然やイ
ベントなど、１年
間366日で楽しめ
るコトを動画で紹
介しています。


